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MOSAIQ QA 
Plans

Lesson

Objectives

・QAモードでカウチの位置を設定す
るアプリケーションの理解

・治療カレンダーにQAセッションの
追加

・ワークフローをスルーして、毎日の
プランQAを行う



QA Couch Mode Settings 

App
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QA Couch Mode

• MOSAIQ Site Setupのカウチのlongitudinal
方向の位置は、患者のプランのためのもの

• これは、ファントムを配置するカウチの
longitudinal方向の位置ではない。

• ファントムの正しい位置でlongitudinal方向
の位置を決定する必要がある。

• この値は、治療カレンダーからQAセッショ
ンを選択すると、 Site Setupの値ではなく
マシンに送信される。

Couch Position
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Configure the QA Couch 
Mode Settings App

• File > Saveを選択して、変更を保存する。

• 変更を保存すると、更新された構成ファイル
とバックアップファイルがProgram 
Files¥ Elekta¥ Services¥ SessionPackage
Managerにある。

• Couch longitudinal editor は以下にあります。
Program Files¥Elekta¥Applications¥
SessionPackageManagerConfigurationEditor
.

• ファントムが使用する正しい位置になるよう
に、カウチのlongitudinal方向の値を入力する。

• この値に対応するカウチインデックスは、カ
ウチが所定の位置に移動されたときにアイソ
センターになる。
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Couch Position in Monaco

• QAプランをMOSAIQに転送するこ
とはできないが、測定値と計算値
を比較するため、ファントムに治
療計画を計算させる必要がある。

• カウチをQA Clinicのファントムス
タディセットに保存して、QAプラ
ンで使用するときに適切に配置さ
れるようにする。

QA Clinicでファントムを開く

Define the Scan and Setup Reference Position

Treatment Couchをイ
ンポートし、必要に応
じてその位置を調整す
る。 QAファントムで
マットレスを使用する
場合は、マットレスを
必ず含めること

カウチはス
タディセッ
トの一部に
なった

ファントムは、QAプランに使用される
たびに、カウチの同じ位置に配置される。



Add a QA Session to 
the MOSAIQ Treatment 

Calendar
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Add a QA Session to the Treatment Calendar

• 患者用に作成したリファレンスプランを使用して、MOSAIQよりQAを実行する必要がある。

• MOSAIQのQAセッションに（リファレンスプランから作成された）QAプランを使用する
ことはできない。

• プランでQAを実行するには、MOSAIQでQA治療カレンダーセッションを作成する必要が
ある。 これは、治療が予定されている治療セッションに追加される。
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Create a QA Treatment Calendar Session

• MOSAIQで患者をロード

• RO Treatボタンをクリック

• 治療チャート（RO Treat）ウィンドウでTx Calendarをクリック

For plans which have already been scheduled
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Create a QA Treatment Calendar Session

• [Add]ボタンをクリックして、Treatment Calendar
セッションを挿入する。

• 治療が始まる前の日付を選択する。

• マウスの右クリックドロップダウンメニューからQA 
Modeを選択する。

For plans which have already been scheduled
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Create a QA Treatment Calendar Session

• Defineをクリックする。

For plans which have already been scheduled
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Create a QA Treatment Calendar Session

• 追加するフィールドを選択し、[Add]ボタンをクリックする。

• または、[All]をクリックして、すべてのフィールドをスケジュールする。

• [OK]をクリックして変更を保存する。

For plans which have already been scheduled
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Create a QA Treatment Calendar Session

• フィールドを照射するときは、[Treatment Chart ]ダイ
アログボックスの[Tx Chart]ボタンをクリックする。

• QAセッションを表示し、[QA Mode]ボタンをクリック
してワークフローを開始する。

For plans which have already been scheduled
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Create a QA Treatment Calendar Session

• セットアップを確認し、QAモード
でビームを照射する必要がある。

• モーションモニタリングと
Adaptedプランはスキップされる。

For plans which have already been scheduled



Chapter 3

QA the Adapted Plan
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QA Historic Treatment Sessions

• Treatment Chartで、
過去の治療フィール
ドを選択し、QA
モードを選択

• フィールドに関連付
けられた計画の照射
が可能
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• セットアップを確認し、QAモード
でビームを照射する必要がある。

• モーションモニタリングと
Adaptedプランはスキップされる。

QA Historic Treatment Sessions
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QA Historic Treatment Sessions

• QAセッションの処
理がTX列にQAとし
て記録され、ステー
タス列にシンボルが
記録される。これは、
QAモードの記録を
意味する。



Thank you

お疲れ様でした。
ご不明点等ございましたらご遠慮なくお問い合わせください。

エレクタ株式会社

プロジェクト統括部 アプリケーションフィジックス

〒108-0023 東京都港区芝浦3-9-1 芝浦ルネサイトタワー7F

ヘルプデスクTEL： 0120-659-043

Mail： SoftwareService-Japan@elekta.com

URL： https://www.elekta.co.jp/


